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研究成果の概要（和文）：橋の地震時応答が耐震設計での終局限界を超えた場合に，致命的な崩壊が生じないよ
うにするための崩壊制御設計の枠組みを構築した．まず，連続高架橋の縮尺1/7模型3体と上路式トラス橋の縮尺
1/5模型２体の崩壊実験を実施し，その特性を明らかにした．つぎに，実験での崩壊挙動を再現できる精緻な数
値解析モデルを構築した．また，数値解析により崩壊挙動の有無を予測する方法も提示した．さらに，崩壊挙動
が予測された場合に，耐崩壊性能を向上する方策として，終局限界以降の構成部材のエネルギー吸収能を高める
方法ならびに崩壊防止装置を設置する方法を提案し有効性も示した．

研究成果の概要（英文）：Collapse-control design is proposed to reduce the fatal damages of bridges 
caused by the progressive failure that may occur in case when structural responses exceed the safety
 limit states under unexpectedly large earthquakes. First, collapse tests were conducted on three 
1/7 scale models of continuous elevated-girder bride specimens and two 1/5 scale models of 
upper-deck type truss bridges to assess their progressive failure behaviors precisely. Then, 
numerical models were presented such that the dynamic collapse behavior of the bridge models 
observed in the tests can be simulated accurately. Collapse criterions were also proposed to predict
 the failure of the bridges by the numerical models. Finally, the validity of the two methods to 
improve the resistance to the progressive failure was investigated. One is to increase the energy 
dissipation capacity of structural members in the post-peak range. The other is to install collapse 
prevention devices. 

研究分野： 耐震工学，構造工学，計算力学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
橋の耐震設計では，通常，想定した地震動に対して，橋の応答が終局限界を超えないことの照査のみがなされ
る．このため，想定外の地震動で応答が終局限界を超えた場合には，崩壊などの深刻な被害が発生する恐れもあ
る．しかし，橋の崩壊挙動の実態はほとんど未知であるので，問題を解決する有効な方策は提示されていない．
したがって，本研究で，橋の崩壊挙動特性を実験で解明し，崩壊挙動を予測する精緻な解析モデルや崩壊判定法
を構築したこと，さらに，崩壊制御設計の新しい枠組を提示したことには学術的意義がある．また，想定外の地
震に対する橋の致命的崩壊を減災の観点から回避する具体的方策を提示したことには社会的意義があると考え
る．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在の耐震設計では，想定した設計地震動に対して橋の損傷を制御して，その応答が終局限界

を超えるのを防ぐ手法が用いられる．このため，想定外の地震動で，橋の応答が終局限界を超え
た時には，崩壊に至る可能性を否定できない．一方，東日本大震災以降, 社会基盤施設の想定外
の崩壊などの致命的な被災は社会的に許容されにくい状況にある．したがって，想定外の地震動
で，橋の応答が終局限界を超える場合も，崩壊を可能な限り抑制する崩壊制御による減災の考え
方を早急に具体化する必要がある．海外では，WTC ビルの倒壊や I-35W 橋の落橋以降，欧米を
中心に，ロバスト性や冗長性の観点から構造物の崩壊に対する抵抗性向上策が検討されてきた．
しかし，崩壊が希有な事象である上に実験の困難さから，崩壊挙動の実態解明が十分でなく，崩
壊挙動の予測解析の精度も不明である．このように，崩壊の実態が把握されないまま単純化され
た崩壊制御法が提示されているがその妥当性・信頼性は明らかでない． 

 
２．研究の目的 
(1) 耐震設計が支配的な連続高架橋と上路式トラス橋の大型模型を用いた加振実験で．終局限
界を超えて崩壊に至るまでの挙動を再現し，その特性を解明する．さらに，実験結果を解析モデ
ルに反映させることで，崩壊挙動を正確に予測できる精緻な解析法を開発する． 
 
(2) 橋の応答が耐震設計での終局限界を超えたときに，崩壊の有無を判定する手法を開発する． 
 
(3) 橋が致命的な崩壊に至らないように，減災の観点から崩壊を制御する崩壊制御設計の枠組
と具体的な方策を提示する． 
 
３．研究の方法 
(1) 崩壊制御設計の合理的な枠組みの構築を検討した．基本的な設計の流れとしては，まず，橋
の応答が終局限界状態を超えた場合を対象に，精緻な数値解析モデルで構造物の時刻歴応答を
算定する．つぎに，この時刻歴応答をもとに崩壊判定法で崩壊挙動の有無を照査する．崩壊が予
測される場合には，構造としての耐崩壊性能を向上する方策や崩壊防止装置を導入する方策で
致命的な崩壊を回避する．以上の基本方針の詳細化や具体化を連続高架橋と上路式トラス橋を
対象として検討した．  
 
(2) 連続高架橋と上路式トラス橋の崩壊挙動特性を明らかにするために，それぞれ，縮尺 1/7 お
よび 1/5 の大型模型を用いた崩壊実験を行った．連続高架橋の崩壊実験は振動台による 2 方向同
時加振で実施した．一方，上路式トラス橋の崩壊実験は死荷重載荷状態で下弦材を切断すること
で実施した． 
 
(3) 連続高架橋と上路式トラス橋を対象に崩壊挙動を精度よく再現できる数値解析モデルを構
築した．まず，重要な構成部材が破壊に至るまでの特性を載荷実験などで解明し，これらを反映
した精緻な部材モデルを開発した．精緻な部材モデルを導入した構造全体系モデルはペタスケ
ールの大規模モデルになり，高次非線形となる崩壊挙動の数値解析では収束性・安定性が悪化す
る恐れがある．このような問題を回避するため，部材モデルの挙動を数値的に近似したマクロ要
素で離散化したモデルを用いて計算する方法も定式化した．この場合，部材の詳細な破壊挙動の
解析はマクロモデルで算定された力学量の応答を精緻な部材モデルに入力することで実施した． 
 
(4)  (3)のモデルによる時刻歴応答解析で追跡した地震動下の構造物の３次元挙動をもとに，崩
壊挙動の有無を判定するためのいくつかの実用的手法を定式化し，適用性について検討した．  
 
(5) 崩壊制御設計における，具体的な耐崩壊性能向上策を解析と実験で検討した．連続高架橋
では，終局限界以降の橋脚のエネルギー吸収能を高めて耐崩壊性能を向上させる方策として，橋
脚の CFT 化を，また，上路式トラス橋ではケーブル式崩壊防止装置の設置を検討した．  
 
４．研究成果 
  
(1) 崩壊制御設計の枠組みの構築：想定外の地震動で，橋の応答が終局限界を超える場合を想
定し，このような場合にも，可能な限り致命的な崩壊を抑制する崩壊制御設計の枠組みを構築し
た（図-1）．橋の崩壊制御設計の方法としては， A）耐崩壊性能の向上と B）崩壊モード・崩壊
方向の制御からなると考え，ここでは A) に属する①構造としての耐崩壊性能向上策と②崩壊防
止装置の設置による耐崩壊性能向上策の具体的方法を提示した．  
①構造としての耐崩壊性能向上 耐崩壊性能の向上は構造自体のロバスト性やリダンダンシー
の向上による．ここでは，鋼部材の CFT 化を行うことで，耐震設計での安全限界以降のエネル
ギー吸収能を大きくして，構造物のロバスト性を向上させる方法を提示した． 
②崩壊防止装置の設置による耐崩壊性能向上 崩壊防止装置は，構造系の崩壊時のみに機能し，
構造物の耐震性能に影響を与えないことを原則とした．具体的な崩壊防止装置としては，構造全
体系の崩壊をケーブルにより防止する一般化した装置を提案した．崩壊防止装置はケーブルの



弛みを調整することで，構造物の地震時応答が終局限界状態を超えた図-2 の領域においてのみ
機能するように設定できるので，崩壊制御設計と耐震設計を独立させることが可能である． 

 
(2) 連続高架橋の加振による崩壊実験と解析モデルの構築： 
①連続高架橋模型と加振方法（図-3） T 型 CFT 橋脚および逆 L 型 CFT 橋脚により，ゴム支承
を介して上部構造が支持された縮尺 1/7 の 2 径間連続高架橋模型を製作した．加振は，中国同済
大学の世界最大級橋梁用マルチ振動台により，レベル 2 を超える水平 2 方向地震動成分を同時
入力した．供試体は，表-1 に示すように， (a) T 型 CFT 橋脚ですべて支持された連続高架橋模
型１体，中央橋脚 1 基のみを逆 L 型橋脚に代えて偏心の影響を調べる(b) 逆 L 型 CFT 橋脚を中
央橋脚に持つ連続高架橋模型 2 体からなる．ここで，(a)，(b)の各高架橋供試体 1 体については，
(I)橋脚の損傷先行型として，橋脚の破壊で高架橋が崩壊に至るシナリオが再現できるように設
計した．残りの(b)の供試体 1 体については，(II)支承の損傷先行型として，支承の破断が先行す
るように設計した．実験では，橋脚，支承，上部構造の連成が，崩壊挙動に与える影響を調べた． 
②実験結果  (I)橋脚の損傷先行型の (a) T型CFT橋脚すべてで支持された高架橋模型では， CFT
化で鋼製橋脚の局部座屈変形の進展が抑制される．したがって，図-4 (a)i)に示す CFT 橋脚の履
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表-1 高架橋供試体一覧 
2 径間連続高架橋模型供試

体(1/7 縮尺) 
崩壊想定シナリオ 

(a) T 型 CFT 橋脚ですべて支
持された連続高架橋(1 体) 

(I)橋脚の損傷先行型 

(b)逆 L 型 CFT 橋脚を中央橋
脚に持つ連続高架橋(2 体) 

(I)橋脚の損傷先行型 
(II)支承の損傷先行型 

500mm(a)供試体の全橋脚および
(b)供試体の端部橋脚 (P1,P3)
　[T型橋脚]

(b) 供試体の中央橋脚

　　(P2)[逆L橋脚]

橋脚

6分力計
積層ゴム支承

主桁
錘

橋脚横梁

P1 P2 P3

6000mm 6000mm

振動台2

橋脚
6分力計積層ゴム支承

錘
主桁

振動台1 振動台3

上載質量(合計)=(a)47.7ton, (b-I)43.5ton, (b-II)39.3ton

図-3 高架橋供試体と振動台 

i) 実験                 ii) 解析 
(a) CFT橋脚 

i) 実験                 ii) 解析 
(b) 無充填橋脚（過去の実験） 

図-4 T型橋脚による連続高架橋の中央橋脚(P2)の履歴曲線 
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歴曲線は最大復元力点到達以降の領域においても，荷重低下が小さく，過去に実験を行った図-
4 (b)i)の無充填鋼製橋脚に較べて，エネルギー吸収能は非常に大きい．これより，橋脚の CFT 化
は耐崩壊性能向上に非常に有効であることがわかった． CFT 橋脚の場合，無充填橋脚と比べ，
局部座屈変形の進展は抑制されるが，最終的には，局部座屈が生じた橋軸方向基部縁端部での低
サイクル疲労亀裂発生を起点として，き裂が水平方向に広がることで，橋脚が破壊した（図-5(a)）．
なお，CFT 橋脚では鉛直変位が小さいので，無充填橋脚と異なり，橋脚の破壊直前まで死荷重の
再配分はほとんどない(図-8(a)i)．(b)の逆 L 型の CFT 橋脚では，(a)の T 型 CFT 橋脚とは異なっ
た崩壊様式を示した．図-6 の履歴曲線からわかるように，逆 L 型橋脚には T 型橋脚と同様に両
振りの繰り返し水平地震慣性力が作用する．しかし，橋軸直角方向への死荷重の偏心に起因して，
橋脚高さ方向に一定の橋軸回りの初期曲げモーメントが作用するので，加振実験では橋脚柱全
体にほぼ一様な橋軸回りの塑性曲げ変形が生じるとともに，基部には局部座屈変形も生じた．そ
の結果，逆 L 型橋脚の偏心方向に水平変位が増加した．しかし，この水平変位は頭打ちになり，
低サイクル疲労による橋脚基部のき裂も発生しなか
った．これは，橋軸直角方向への曲げ変形で逆 L 橋
脚頂部が沈下したため，死荷重が両端部の T 型橋脚
に再配分され，逆 L 橋脚の荷重分担が減少したこと
によると考えられる(図-8(a)ii)．(II)でゴム支承が破断
した場合には，免振機能が喪失するので，橋脚に作用
する地震力が急増する．これにより，橋脚の崩壊につ
ながる恐れもある． 

③崩壊挙動の解析 2段階の解析法を開発した．まず，
複数のCFT橋脚で支持された連続高架橋の崩壊時の挙
動を安定的・効率的に解析するために，CFT橋脚の挙
動を数値的に近似した図-7の簡易なセグメントモデル
を開発した．このモデルで連続高架橋のマクロ挙動を
解析し，各橋脚頂部の変位と作用力の時刻歴応答を安
定的・効率的に得ることができた．つぎに，鋼管のひ
ずみ集中現象，充填コンクリートの拘束効果と水平ひ
び割れの開閉挙動，鋼とコンクリート界面の相互作用
などの諸現象を考慮して崩壊現象を解析できる橋脚
単体の精緻なシェル・ソリッドモデルを構築した．こ
の精緻なモデルにセグメン
トモデルで算定された橋脚
頂部の物理量の時刻歴応答
を入力して，橋脚の崩壊挙動
を詳細に解析した．算定され
た結果として，T型と逆L型の
CFT橋脚について，中央橋脚
の水平力-水平変位の履歴挙
動を図-4(a),ii),(b),ii)と図-6(b)
に，中央橋脚と端部橋脚の鉛
直荷重の再配分挙動を図 -
8(a),ii) (b),ii)に示す．いずれ
も，実験での崩壊挙動をよく
再現している．なお，2方向載
荷を受けるゴム系支承の終
局挙動を再現できるモデル
も，実験をもとに開発した．  
 
(3)崩壊判定法の提案と精度：(2)③の解析モデルによる解析で橋の応答が終局状態を超える場合
の挙動を追跡して，構造系の崩壊挙動の有無を判定する方法を提案し妥当性を検証した．検討し

(a) 実験                 (b) 解析 
図-6 逆L型橋脚による連続高架橋の中央橋脚(P2)の履歴曲線 
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(a) T型橋脚 (b) 逆L型橋脚 

図-5 CFT橋脚基部の損傷形態 
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 (b) 解析 

図-8  T型と逆L型CFT橋脚の軸力Pの変動 

-0.20

-0.15

-0.10

-0.05

0.00

0.05

0 10 20

時刻(s)

P2

P1とP3の平均

P/Py

-0.20

-0.15

-0.10

-0.05

0.00

0.05

0 10 20 30 40

時刻(s)

P2

P1とP3の平均

P/Py

-0.20

-0.15

-0.10

-0.05

0.00

0.05

0 5 10 15 20

時刻(s)

P2

P1とP3の平均

P/Py

-0.20

-0.15

-0.10

-0.05

0.00

0.05

0 10 20 30 40

時刻(s)

P2

P1とP3の平均

P/Py



た判定法は a.静的つり
合いに基づく判定法，b. 
Modal Pushover 解析に
よる最大弾塑性ひずみ
エネルギーに基づく動
的判定法，新たに提案
した c.残存エネルギー
吸収能に基づく動的判
定法の 3 種類である．
倒壊状態としては，あ
る時間で地震動の入力
を停止したときに構造
系が重力加速度下で運
動を続ける場合と定義
した．c.の方法は，時刻歴応
答解析結果をそのまま用い
て判定できるので，動的判
定法としては b.の方法より
格段に計算は容易である．
各方法が予測した崩壊時間
と実際の崩壊時間との相関
性を図-9 に示す．提案した
方法 c.は簡便なうえ精度も
良いことがわかる．   
 
(4)耐崩壊性能向上策: 
①構造としての耐崩壊性能の向上 終局限界以降のエネルギー吸収能を大きくして構造として
の耐崩壊性能を高める方法として，中空鋼部材をCFT化することが有効であることが実験と解析
で判明した． CFT化は部材の耐崩壊性能を容易に改善できる簡易な方法であるが，CFT化で部
材耐力が上昇するので，既設構造の場合，基礎への負担が増加する欠点がある．そこで，鋼製橋
脚を対象に，耐力上昇を抑制して，エネルギー吸収能のみを向上させるCFT化の方法として，充
填コンクリートに中間弱層を設ける方法(図-10)を提案し，有効性を解析と実験両面から明らか
にした．ここでは，中間弱層としてポリスチレンボードを用い，その層厚は，精緻な解析により，
CFT橋脚の水平耐力が無充填の鋼製脚とほぼ同等になる条件から決定した．繰り返し載荷実験で
得られた，橋脚の水平荷重－水平変位に関する履歴曲線の包絡線（図-11）から，無充填橋脚を
CFT化すると変形能は向上するが耐力も上昇することがわかる．一方，中間弱層を設けてCFT化
すると，橋脚の耐力上昇が抑制された状態で，変形能が向上し，エネルギー吸収能も大きく上昇
する．   
②崩壊防止装置付加による耐崩壊性能の向上 橋脚，上路式トラス橋などを対象として，図-12
に示すケーブル式崩壊防止装置の適用性を数値解析により検討した．ケーブルは，初期状態に
おいて若干弛ませておき，構造物の応答が終局限界を越えたときに機能させる．上路式トラス
橋に用いる崩壊防
止装置は，ケーブ
ルのカテナリー作
用でFCMが破断し
た上部構造を支持
するものである
が，これについて
は図-13に示す大型
模型による実験で
も妥当性を明らか
にした．  

上層の充填
コンクリート

中間弱層

下層の充填
コンクリート

ダイヤフラム

図-10 中間弱層を挿入 
したCFT橋脚 

図-11 中間弱層の有無による 
CFT橋脚の履歴挙動の包絡線(実験)
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Analysis of Traffic  Environment and Dynamic Behavior of Bridge Girders based on Image  Sensing
Techniques

Proc. of International Conference on Science, Engineering  and Environment 1-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Takeya, K., Ota, K., Takagi, S. and Yoshida, J. 4

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
動画像を用いた橋梁の活荷重挙動の分析方法の基礎的検討

鋼構造年次論文報告集 380-385

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
竹谷晃一，吉田純司，太田小春，高木詩歩 Vol.26, No.56

 １．著者名



2017年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
熊本地震で被災した山岳部曲線橋の被害分析および再現解析

構造工学論文集 250～261

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
藤倉修一，佐々木智大，本橋英樹，野中哲也 64A

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
コンクリート充填構造を対象とした3次元セグメントモデルの開発と耐震照査法

構造工学論文集 73～85

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
川西直樹，後藤芳顯 64A

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
鋼製橋脚で支持された連続高架橋の多方向地震動下の耐震安全照査法に関する検討

構造工学論文集 208～221

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
奥村徹，後藤芳顯 64A

 １．著者名

10.2208/jscejseee.73.512

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
地震動が作用する鋼製橋脚の3次元倒壊挙動と予測

土木学会論文集A1（構造・地震工学） 512～531

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
後藤芳顯，海老澤健正，Nguyen Van Bacｈ 73

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
鉛直成分が卓越した地震動による橋桁とゴム支承の応答特性

性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム講演論文集 283～290

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
辻井純平，野中哲也，奥村徹，坂本佳子，馬越一也 20

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
鋼製橋脚で支持された連続高架橋の多方向地震動下の耐震安全照査法に関する検討

性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム講演論文集 99～106

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
奥村徹，後藤芳顯 20

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
連続高架橋の多方向地震動下での支承取付部の曲げせん断挙動と破壊

性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム講演論文集 93～98

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
後藤 芳顯，奥村徹，海老澤健正 20

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ピーク以降の履歴挙動を考慮したコンクリート充填構造の汎用的な3次元簡易モデルと耐震照査法

性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム講演論文集 85～92

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
川西直樹，後藤芳顯 20

 １．著者名



2017年

2017年

〔学会発表〕　計44件（うち招待講演　3件／うち国際学会　7件）

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第22回性能に基づく橋梁などの耐震設計に関するシンポジウム

第22回性能に基づく橋梁などの耐震設計に関するシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

海老澤健正、後藤芳顯、古田高也

川西直樹、後藤芳顯、海老澤健正

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

既設中空鋼製橋脚のコンクリート充填による耐震補強における水平耐力上昇の抑制方法の検討

連続高架橋模型の加振実験によるT型と逆L型コンクリート充填鋼製橋脚の崩壊に至る挙動解明と解析

10.1061/(ASCE)BE.1943-5592.0001021

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ultimate Behavior of Steel and CFT Piers in Two-Span Continuous Elevated-Girder Bridge Models
Tested by Shake-Table Excitations

Journal of Bridge Engineering 1-14

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Yoshiaki Goto, Takemasa Ebisawa, Makoto Obata, Jianzhong Li and Yan Xu 22

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
材料劣化を考慮した繰り返し載荷下のゴム支承挙動の解析

性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム講演論文集 387～394

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
小畑誠，小岩千紗，後藤芳顯 20

 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

土木学会第75回年次学術講演会

第22回性能に基づく橋梁などの耐震設計に関するシンポジウム

第65回構造工学シンポジウム

土木学会第75回年次学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

水野剛規、後藤芳顯、王慶云、鈴木森晶

奥村 徹、後藤 芳顯

小坂崇、岡上政史、関川洋介、後藤芳顯、海老澤健正、野中哲也

初鹿 雄斗、後藤芳顯、海老澤健正、関川洋介、岡上政史、 服部匡洋

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

大型マルチ振動台を用いたレベル２地震動入力下のCFT化した鋼管集成橋脚による連続高架橋の挙動特性の検討

マルチ振動台によるレベル２を超える地震動入力下のCFT化した鋼管集成橋脚による連続高架橋の耐震安全性の検討

 １．発表者名

上路式鋼トラス橋を対象とした崩壊制御設計に用いるケーブル式崩壊防止装置の有効性に関する検討

曲げとせん断の連成が弾塑性はりモデルを用いた耐震解析に与える影響



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

土木学会第75回年次学術講演会

土木学会第75回年次学術講演会

第21回性能に基づく橋梁などの耐震設計に関するシンポジウム

第21回性能に基づく橋梁などの耐震設計に関するシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

柴田涼平、野中哲也、後藤芳顯、関川洋介、岡上政史、 服部匡洋

水野雅之、後藤芳顯、海老澤健正、川西直樹、大門大

川西直樹

奥村徹

 ４．発表年

静的繰り返し載荷実験によるコンクリート充填鋼管集成橋脚の地震時力学特性に関する研究

SM570鋼によるY型橋脚の耐震安全性の３次元照査

コンクリート充填鋼製橋脚で支持された2径間連続高架橋模型の加振実験による終局挙動と崩壊挙動の特性と3次元セグメントモデルの適用
性について

多方向地震動を受ける鋼橋のPushover解析に基づく地震後の残留変位の推定法に関する検討

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

第21回鋼構造と橋に関するシンポジウム（招待講演）

International Conference on Advances in Steel Structures 2018（国際学会）

International Conference on Advances in Steel Structures 2018（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第21回性能に基づく橋梁などの耐震設計に関するシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

水野剛規

ロッキング橋脚の自立化に伴う基礎への地震作用軽減のための免振・制震機構

鋼・合成構造標準示方書”耐震設計編”の改定　ー”想定外”への対応に向けてー

Load Redistribution among Steel Piers in Continuous Elevated-girder Bridges Subjected to Multi-directional Seismic
Accelerations

3-dimensional Numerical Model for Dynamic Analysis of Partially Concrete-filled Thin-walled Circular Steel Columns

後藤芳顯

Okumura, T.

Lyu, F.



2018年

2018年

2018年

2018年

International Conference on Advances in Steel Structures 2018（国際学会）

第73回土木学会年次学術講演会

第73回土木学会年次学術講演会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Obata, M.

佐々木克仁

水野雅之

奥村徹

第73回土木学会年次学術講演会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

CFT化したSM570鋼による既設橋脚の塑性履歴挙動と耐力上昇の抑制法

曲げとせん断の連成が弾塑性はり要素による耐震解析に与える影響

Analysis of Rubber Bearing Behavior with Material  Deterioration

SM570鋼を用いたコンクリート充填鋼製橋脚の高精度数値解析法と局部ひずみの解析

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第73回土木学会年次学術講演会

第73回土木学会年次学術講演会

第73回土木学会年次学術講演会

川西直樹

水野剛規

 ３．学会等名
第73回土木学会年次学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

3次元セグメントモデルによるCFT橋脚を有する連続高架橋加振実験の再現解析

ロッキング橋脚の脚柱基部の浮き上がりの許容と制震デバイス付加による耐震補強

2方向載荷時のゴム支承挙動の数値解析

ゴムの動的多軸力学特性の把握

 １．発表者名

 １．発表者名

森井伸一

望月野亜



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第73回土木学会年次学術講演会

有賀和貴

Yoshida, J.

Yoshida, J.

奥村徹，後藤芳顯

 ３．学会等名

International Conference on Science, Engineering  and Environment（国際学会）

Regional Symposium on Infrastructure Development（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

画像処理を用いた舗装路面の健全度評価システムの構築

Analysis of Traffic  Environment and Dynamic Behavior of Bridge Girders based on Image  Sensing Techniques

Vehicle Information  in Motion Based on Bridge Accelerations and Machine Learning Techniques

鋼製橋脚で支持された連続高架橋の多方向地震動下の耐震安全照査法に関する検討

第64回構造工学シンポジウム



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第64回構造工学シンポジウム

The Second International Bridge Seismic Workshop（招待講演）（国際学会）

第63回構造工学シンポジウム

Lyu, F. and Goto, Y.

奥村徹，海老澤健正，後藤芳顯

川西直樹，後藤芳顯

藤倉修一，佐々木智大，本橋英樹，野中哲也

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

A 3-dementional segment model applicable to the analysis of dynamic behaviors of continuous bridge system with CFT piers

セグメントのひずみにもとづく鋼製橋脚を含む鋼部材の耐震安全照査法の妥当性

コンクリート充填構造を対象とした3次元セグメントモデルの開発と耐震照査法

熊本地震で被災した山岳部曲線橋の被害分析および再現解析

 １．発表者名

 １．発表者名

第64回構造工学シンポジウム



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第20回性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第63回構造工学シンポジウム

本橋英樹，野中哲也，馬越一也，中村真貴，原田隆典

後藤 芳顯，奥村徹，海老澤健正

海老澤健正，奥村徹，後藤芳顯

奥村徹，後藤芳顯

第20回性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム

第20回性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

熊本地震の断層近傍における地震動と橋梁被害の再現解析

連続高架橋の多方向地震動下での支承取付部の曲げせん断挙動と破壊

多方向地震動下での高架橋の耐震安全性照査に用いる無充填鋼製橋脚柱の限界相関式に関する検討

鋼製橋脚で支持された連続高架橋の多方向地震動下の耐震安全照査法に関する検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第20回性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム

第20回性能に基づく高架橋の耐震設計に関するシンポジウム

土木学会第72回年次学術講演会

小畑誠，小岩千紗，後藤芳顯
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